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Punch Historical Archive  

～August 27, 1881～ 

「発行部数最大の新聞」 
 

創発行部数が50万部を超え、新聞界の巨人

タイムズをも凌ぐイギリス新聞の発行部数を

誇る新聞にまで成長した。 

～January 1, 1886～ 
ペニー新聞の誕生 
 

創刊から3ヶ月後の9月1日、紙

名をDaily Telegraph に変え、価格

を1ペニーに下げた。 

～September 17, 1855～ 

創刊の辞 
 

デイリー・テレグラフ(創刊時はDaily Telegraph and Courier)の

創刊の辞の一部「議会が賢明にも、新聞の進歩に足枷をはめ

ていた印紙税を廃止した今、2ペンスで発行することとした。」 

～June 29, 1855～ 

 

テレグラフ・ヒストリカル・アーカイブ 

デイリー・テレグラフ、サンデー・テレグラフ全文データベース 

The Telegraph Historical Archive 1855-2000 

センゲージ ラーニング株式会社 

本データベースはイギリスの高級紙デイリー・テレグラフを、1855年の

創刊号から2000年まで全号、全ページを原紙に忠実にページイメー

ジで再現するデジタル・アーカイブです。また、1961年創刊の日曜版

サンデー・テレグラフも 2000年まで収録します。 

◆ペニー新聞のパイオニア◆ 

デイリー・テレグラフは、印紙税が廃止された1855年に創刊されました。印紙税廃止後に発刊が続いた安価な新聞

はペニー新聞と呼ばれましたが、デイリー・テレグラフはそのペニー新聞を代表する新聞です。テレグラフの低価格路

線により、新聞は広範囲の社会階層の手に届くものとなり、創刊 10 年後には、新聞界の巨人タイムズの発行部数を追

い抜きます。それ以降、世紀末に大衆紙デイリー・メールが創刊されるまで、自他共に認める発行部数最大の新聞とし

て、一時代を築きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ジャーナリズム界の寵児ジョージ・サラ◆ 

後発の新聞としてイギリス新聞市場を勝ち抜くため、テレグラフは低価格路線だけでなく、

内容面でも新しい試みを実践する必要がありました。それを体現した人物がジョージ・オーガ

スタス・サラ(George Augustus Sala)です。サラは、世界各地を飛び回り、リンカーン、ナポレ

オン3世、ガリバルディといった時の人へのインタビューを果敢に試み、テレグラフの看板記者

としての名声を獲得、ジャーナリズムの新境地を切り開きました。インタビュー記事の導入、ヘ

ッドラインの多用、読者を意識した独特な文体といった特徴は、保守的な文人マシュー・アーノ

ルドから「ニュー・ジャーナリズム」の名の下に批判されますが、これらの要素は、その後のデイ

リー・メールらの大衆紙の試みを先取りしたものでした。 
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ジャーナリズム界の寵児ジョージ・オーガスタス・サラ 
 

アメリカ、アルジェリア、イタリア、ドイツ、ロシア、スペイン、オーストラリア、ニュージーランドと、ジョージ・オーガスタス・サラはテレグラフ

の特派員として世界各地に赴き、リンカーン、ナポレオン3世、ガリバルディ、ローマ教皇ら世界の要人にインタビューを試みた。それまで

の新聞界にはないタイプの新しいジャーナリストであった。 

～(左) January 2, 1864  (中) May 2, 1865  (右) June 26, 1866～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆チャーチルとの半世紀以上に及ぶ関係◆ 

テレグラフの歴史の中で、最も深い関わりを持った人物を挙げるとすれば、おそらくウィンストン・チャーチルでしょう。

両者の関係は、チャーチルがまだ無名の 20 代の頃、従軍記者としてインド北西部の英軍軍事作戦の記事を寄稿して

以降、半世紀以上にも及びました。中でも、第二次大戦前夜、ヒトラーに対するチェンバレン内閣の融和政策にチャー

チルが反対の声を挙げたとき、テレグラフはいち早く支持を表明、チャーチル首相就任のための世論を喚起しました。

ジャーナリストチャーチルを世に送り出し、政治家チャーチルを側面から支援したテレグラフは、チャーチル一個人だ

けでなく、その政治理念や彼を支持した社会階層を考察するための格好の資料です。 

編集長エドウィン・アーノルド 

 

詩人で東洋学者のエドウィン・アーノルドが編集長の時代、テレグラフの外国報道は充実した。テレグ

ラフがアフリカで失踪した探検家リヴィングストーン捜索の共同スポンサーになったのも、アーノルド編

集長時代である。 

 

The Illustrated London 

News Historical Archive  

～April 2, 1904～ 
 

女性向けページ 

 

デイリー・メールがそれまで新聞の読者層とは見なされることのなかった女性を読者として意識した紙

面作りを始めたとの同じ頃、テレグラフも土曜日に女性用ページを新たに設け、料理、ファッション、レ

クリエーション、読書、各界の女性の動向などの記事を挿絵入りで掲載した。 

～ July 15, 1899～ 
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チャーチル死去 
January 25 1965 

チャーチル死去前の報道 (続き)    
～上段（左) January 19 1965   (中左) January 20 1965    

上段（中右） January 21 1965  (右) January 22 1965 

下段（左）January 23 1965   （右）January 24 1965～ 

チャーチル死去前の報道 
 

チャーチルが病に倒れた後、死去するまでの9日間、テレグラフは毎日、第一面に写真入りで病状、見舞い客、自宅前の様子などを詳細に伝えた。 

～(左) January 16 1965   (中) January 17 1965   (右) January 18 1865～ 

ジャーナリストチャーチルの誕生 
 

チャーチルはインド部族の反乱を鎮圧

する軍事作戦に従軍記者として参加し

た。 

～October 6, 1897～ 

海軍大臣チャーチル 
 

第一次大戦初期、海軍大臣だ

ったチャーチルが敵国ドイツ

の犯罪について述べた書簡。 

～December 21, 1914～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャーチル入閣キャンペーン 
 

チェンバレン首相のドイツ宥和政策がドイツのズデーデン地方併合により

失敗に帰した中で、テレグラフは宥和政策に反対していたチャーチルの入

閣を求めるキャンペーンを社説や投書欄で展開した。因みに、宥和政策を

支持していたタイムズに、このような記事を見出すことはできない。 

～(左) July 3, 1939   (右) July 5, 1939～ 
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普仏戦争時のドイツ軍のパリ入場を伝えるテレグラフとタイムズ 
 

左は1871年3月1日のテレグラフ、右は3月2日のタイムズ。 

一見してテレグラフにおけるヘッドラインの多用が明確である。 

報じたのは、後に編集長に就任したジョン・メリー・ル・サージュ。 

現代訃報記事の父ヒュー・マッシングバード 
 

ヒュー・モンゴメリー-マッシングバードが訃報専任記者に就任すると、 

テレグラフの訃報欄はそのクオリティの高さから注目を集めるようになった。 

タイムズ2007年12月28日に掲載された

マッシングバードの訃報記事。 

アルメニア人大虐殺 
 

アルメニア人虐殺といえば第一次大戦時のものが有名だ

が、19世紀末にも発生している。テレグラフではこの事件

を特派員エミール・ジョゼフ・ディロンが詳細に報じた。 

～March 14, 1895～ 

ガリポリ作戦 
 

60年前のタイムズ特派員ウィリアム・ラッセルがクリミア戦争前線の杜撰な作戦を広く国民に知

らしめたように、テレグラフ特派員エリス・アシュミード-バートレットは第一次大戦時のイギリス

軍のガリポリ作戦を検閲の網を潜り抜けて克明に伝え、戦争指導部に作戦の失敗を悟らせた。  

～May 7, 1915～ 

 

◆多彩な記者、外国特派員◆ 

ジョージ・サラ、チャーチルの他にも、デイリー・テレグラフは多彩な記者、外国特派員によって支えられてきました。

19 世紀末に編集長を務めた詩人で東洋学者のエドウィン・アーノルド(Edwin Arnold)、普仏戦争のときドイツ軍のパ

リ入場を他紙に先駆けて報じたジョン・メリー・ル・サージュ(John Merry Le Sage)、19世紀末のアルメニア人大虐殺

を報じたエミール・ジョセフ・ディロン(Emile Joseph Dillon)、20世紀前半の名物コラムニスト、ジョン・ベンジャミン・フ

ァース(John Benjaman Firth)、第一次大戦時の英軍のガリポリ作戦を克明に伝えたエリス・アシュミード-バートレット

(Ellis Ashmead-Bartlett)、第二次世界大戦

の火蓋を切ったドイツ軍のポーランド侵攻をスク

ープしたクレア・ホリングスワース (Clare 

Hollingsworth)、さらには論説委員のマルコ

ム・マッゲリッジ(Malcolm Muggeridge)、演劇

評のクレメント・スコット (Clement Scott)、文芸

批評・建築批評のジョン・ベッジュマン(John 

Betjeman)、ジャズ批評のフィリップ・ラーキン

(Philip Larkin)、訃報記事のヒュー・モンゴメリ

ー-マッシングバード(Hugh  

Montgomery-Massingberd)ら第一級の記者、

ライターがテレグラフを支えました。 
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文書表示画面 
 

イメージビューワ機能が充実しています。 検索結果画面 

詳細検索画面 
 

発行年、記事欄、図版の種類等、絞込み機能を使っ

て探している記事にたどり着くことができます。 

 

◆最大の発行部数を誇る現代イギリス高級紙◆ 

20世紀に入ると大衆紙との競争に晒され、テレグラフの発行部数は一時的に低迷しますが、1937年には 1772年

創刊のモーニング・ポストを買収、その後、第二次大戦直前にチャーチル入閣を支持し、発行部数を急増させます。以

後、現在に至るまでイギリス高級紙では最大の発行部数を維持しています。 

 

 

掲載商品のすべてのコンテンツと機能をお試しいただける 1ヵ月の無料トライアルを受け付けております。 

掲載の商品・サービスに関するお申し込み、お問い合わせは、株式会社 紀伊國屋書店 学術情報商品部 電子商

品課 (電話：03-6910-0518、ファクス：03-6420-1359、e-mail：online@kinokuniya.co.jp) までお願い致します。 

お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。
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